
63.0％

8.3％

27.2％

1.5％

自分にとって重要な
ことだと思う

自分にはあまり関係
のないことだと思う

よく分からない

その他

58.2％

5.0％

36.8％ 投票に行くつもりだ

投票に関心がないから
行くつもりはない

選挙が近くなったら
考える

ＱＱＱＱ

ＱＱＡＡ

男女平等
普通選挙

男子
普通選挙制限選挙制

昭和２０年
（１９４５年）

大正１４年
（１９２５年）

大正８年
（１９１９年）

明治３３年
（１９００年）

明治22年
（１889年）

1% 2.2% 5.5%

20%

48%

選挙資格
２０歳以上の男
女。

選挙資格
２５歳以上の男
子。（納税要件
の撤廃）

選挙資格
２５歳以上の男
子で、直接国
税３円以上を
納めている人。

選挙資格
２５歳以上の男
子で、直接国
税１０円以上を
納めている人。
（記名式(公開
制）制度）

選挙資格
２５歳以上の男
子で、直接国
税１５円以上を
納めている人。
（記名式(公開
制）制度）

男性有権者 女性有権者

大日本帝国憲法
制定 日本国憲法制定

ＡＡＡＡ

日
本
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
な
か
、
日
本
の
未
来
を
担
う

存
在
で
あ
る
１０
代
の
若
者
に
も
、
積

極
的
に
政
治
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
、
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
よ
り
早
く
選
挙
権
を
持
つ

こ
と
で
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
若
い
う
ち
か
ら
培
い
、

主
体
的
に
政
治
に
関
わ
る
若
者
が
増

え
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
８
月
に
行
わ
れ
た
、
埼

玉
県
知
事
選
挙
の
２０
〜
２４
歳
の
投
票

率
は
１３
・
６４
％
で
し
た
。
埼
玉
県
に

住
む
若
者
の
う
ち
、
８
人
に
１
人
し

か
選
挙
に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
現

状
で
す
。

若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、

若
者
の
声
は
政
治
に
届
き
に
く
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
若

者
に
向
け
た
政
策
が
実
現
し
に
く
く

な
っ
た
り
、
実
現
す
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。自

分
の
意
思
を
示
す
た
め
の
選
挙

に
つ
い
て
よ
く
知
り
、
私
た
ち
の
声

を
政
治
に
、
未
来
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

世
界
的
に
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・

イ
タ
リ
ア
な
ど
、
世
界
１
９
１
の
国

と
地
域
の
う
ち
、
約
９２
％
の
国
が
日

本
の
衆
議
院
に
あ
た
る
選
挙
権
年
齢

を
１８
歳
以
上
に
定
め
て
い
ま
す
（
平

成
２６
年
国
立
国
会
図
書
館
調
査
）。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を

中
心
に
、
さ
ら
に
引
き
下
げ
を
進
め

る
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、
１６
歳

以
上
へ
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
国
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
引
き
下

げ
は
世
界
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と

も
い
え
ま
す
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
す
る

�
投
票
を
義
務
化
す
る

�
若
者
が
も
っ
と
政
治
に
関

心
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け

な
い

�
若
者
向
け
の
政
策
を
多
く

す
る

�
選
挙
に
関
す
る
講
演
会
な

ど
を
開
催
す
る

�
投
票
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

景
品
を
渡
す

平平
成成
２２７７
年年
６６
月月
、、
公公
職職
選選
挙挙
法法
等等
のの
一一
部部
をを
改改
正正

すす
るる
法法
律律
がが
成成
立立
しし
、、
選選
挙挙
権権
年年
齢齢
がが
満満
２２００
歳歳
以以
上上

かか
らら
、、
満満
１１８８
歳歳
以以
上上
にに
引引
きき
下下
げげ
らら
れれ
まま
しし
たた
（（
平平

成成
２２８８
年年
６６
月月
１１９９
日日
施施
行行
））。。

現現
在在
、、
１１８８
歳歳
以以
上上
２２００
歳歳
未未
満満
のの
方方
はは
、、

全全
国国
でで
はは
おお
よよ
そそ
２２
４４
００
万万
人人
。。
ここ
のの

改改
正正
にに
よよ
りり
、、
越越
谷谷
市市
でで
はは
約約
６６
５５
００

００
人人
のの
有有
権権
者者
がが
新新
たた
にに
誕誕
生生
しし
まま
すす
。。

大大
日日
本本
帝帝
国国
憲憲
法法
制制
定定
後後
、、
明明
治治
２２３３

年年
（（
１１
８８
９９
００
年年
））
にに
初初
めめ
てて
実実
施施
ささ

れれ
たた
第第
１１
回回
衆衆
議議
院院
議議
員員
選選
挙挙
でで
はは
、、

有有
権権
者者
はは
全全
人人
口口
のの
わわ
ずず
かか
１１
・・
１１３３
％％

にに
過過
ぎぎ
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
普普

通通
選選
挙挙
権権
獲獲
得得
のの
たた
めめ
のの
運運
動動
やや
、、
女女

性性
参参
政政
権権
獲獲
得得
のの
たた
めめ
のの
運運
動動
なな
どど
をを

経経
てて
、、
昭昭
和和
２２００
年年（（
１１
９９
４４
５５
年年
））、、
満満

２２００
歳歳
以以
上上
のの
全全
てて
のの
男男
女女
がが
選選
挙挙
権権
をを

有有
すす
るる
、、
男男
女女
平平
等等
普普
通通
選選
挙挙
がが
実実
現現

ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

今今
回回
のの
選選
挙挙
年年
齢齢
のの
引引
きき
下下
げげ
はは
、、

ここ
のの
時時
以以
来来
、、
約約
７７００
年年
ぶぶ
りり
とと
なな
るる
、、

と
て
も
大
き
な
出
来
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の

先
人
の
努
力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
心
に
と
ど

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成28年6月19日
18歳選挙権がスタートします

特集 私たちの未来は、
私たちの1票から

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
を
反
映
す
る

代
表
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
代
表
者
を
決
め
る
の
が
選
挙
で
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
重
要
な
機
会

で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
選
挙
は
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

選
挙
を
よ
く
知
り
、
投
票
に
参
加
し
て
、
私
た
ち
の
１
票
で
私
た
ち
の
未
来
を
創
り

ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
9
6
3
�
9
2
7
6

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
ま
で

海
外
の
選
挙
権
年
齢
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

若
者
の
力
を
社
会
・
政
治
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
！

各国の選挙権年齢（抜粋）
アラブ首長国連邦
オマーン、クウェート、
シンガポール、マレーシアなど
カメルーン、
日本（満18歳に引き下げ）
韓国
アメリカ、イギリス、イタリア、
オーストラリア、カナダ、ドイツ、
フランス、ロシアなど
東ティモールなど
アルゼンチン、オーストリア、
キューバ、ブラジルなど

25歳

21歳

20歳

19歳

18歳

17歳

16歳

国立国会図書館調査（平成26年）

選挙出前講座を
実施しています

市選挙管理委員会では、選挙を身近
に感じ、より積極的に投票に行っても
らえるよう、選挙出前講座を行ってい
ます。
また、実際の選挙で使用する投票箱・
記載台などを、小・中学校の児童会・
生徒会役員選挙時などに貸し出してい
ます。
希望する場合は、市選挙管理委員会

にご連絡ください。

若
者
の
声

１８
歳
選
挙
権
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
？

選
挙
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、

投
票
へ
行
き
ま
す
か
？

若
い
世
代
の
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？

（平成28年2月、越谷西高校の2年生300人を対象に行ったアンケート結果）

特集

12

広報こしがや季刊版●夏号（平成28年6月）
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入場整理券を出して、
受付をします。

❶受付

入口

投票立会人

受付受付受付名簿
対照係
名簿
対照係
名簿
対照係

投票用紙
交付係
投票用紙
交付係
投票用紙
交付係

投票管理者

出口

投票用紙をもらいます。
❸投票用紙交付係

選挙人名簿にのっている
本人かどうかの確認をうけます。

❷名簿対照係

決められた記載方法にしたがっ
て候補者氏名（または政党等の
名称等）を記入します。

❹投票記載所

投
票
記
載
所

投
票
記
載
所

投
票
記
載
所

投
票
箱

投
票
箱

投
票
箱投票します。

❺投票箱

SNS
HP ブログ

2016 年○月○日

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□

■■■■■■■
■■■党

候
補
者
や
政
党
等
の
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う
！

「
誰
に
投
票
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
…
」
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
候
補
者
や
政
党
等
を
選

ぶ
た
め
の
情
報
の
収
集
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

選挙公報 選挙 公報

投票日の２日前までに、世帯ごとに届けられる印刷物。
候補者の氏名、政見や公約などが掲載されています。市や
県のホームページにも掲載されます。

選
挙
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
、候
補
者
・
有
権
者
は
選
挙
運
動
が
で
き
ま
す

満18歳未満の方は一切の選挙
運動ができません。もちろん、
インターネットによる選挙運
動もできません。

ただし、電子メールによる
選挙運動は候補者や政党等以
外の方はできません。

投票に行きましょう

学校や部活動、仕事や旅行など 用事があって投票日に行けない！

そんな方は……期期日日前前投投票票ををごご利利用用くくだだささいい
投票日当日に用事があって投票所へ行けないという場合、期日前投票ができます。
期日前投票所の場所・投票期間・時間は以下のとおりです。

北部市民会館
（1階ロビー）
大字恩間181－1

投票所

袋山
郵便局児童

相談所

大
袋

北部市民会館北部市民会館

スーパースーパー

6月30日㈭～7月8日㈮、午前9時～午後7時
7月9日㈯、午前9時～午後5時

新越谷駅
（1階自由通路内）
南越谷1－11－4

旅行会社
子育てサロン
コーヒー
ショップ

口
西

投票所

臨時駐輪場

コ
ン
ビ
ニ

階
段

市役所
（第三庁舎1階会議室）
越ヶ谷4－2－1

埼玉県
合同庁舎

第二
庁舎第三庁舎第三庁舎

本庁舎

南側駐車場

北側駐車場

←越谷駅

市役所 入口

投票所

6月23日㈭～7月9日㈯、
午前8時30分～午後8時

満18歳（有権者）になれば選
挙運動が可能です。

選挙運動
メッセージを
ＳＮＳなどで
広める

自分で選挙運
動メッセージ
を掲示板・ブ
ログなどに書
き込む

選挙運動の様子を
動画サイトなどに
投稿する

電話により
投票や応援を
依頼
する

友人・知人
に直接投票
や応援を依
頼する

投票は、投票日当日
に指定された投票所
で行います。

初めてでも
簡単！！

投票時間は、
朝7時から夜8時
までです。

有権者でない子ども
や、補助者・介護者
も一緒に入れます。

入場整理券をお持ちください！
万が一、なくしたり忘れたりした場合は、

本人確認できるものがあれば
大丈夫です！

街頭演説

駅前や商店街などで、候補者が
政見や公約を訴えるものです。

演説会

候補者が開催するものと、政党
等が開催するものとがあります。

政見放送

候補者や政党等が、テレビやラ
ジオを通じて意見や考えを訴える
ものです（国政選挙と知事選挙に
限られます）。

ビラ・パンフレット等

当選したら、どんなことをい
つまでに実現させるかなどを、
有権者に向けて公表する文書。

７月１０日㈰ 参議院議員通常選挙が行われます
投票時間は午前7時から午後8時までです。
18歳選挙権がスタートして最初の選挙です。新たに有権者となる方も、棄権することなく投票しまし
ょう。
参議院議員通常選挙の投票は①埼玉県選出議員選挙、②比例代表選出議員選挙の2票です。

インターネット・
ブログ・SNS等

平成２５年のネット選挙運動解
禁を受け、選挙運動期間中も
ホームページやブログ、SNS
（フェイスブックやツイッター
等）などを利用した選挙運動が
可能になりました。

特集
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